
ワクチン接種がもっとも有効な
方法です。定期接種対象者（1歳
児、小学校入学前1年間の幼児）、
医療・教育関係者、海外渡航を
計画している方は、予防接種が
済んでいるかご確認ください。

空気感染、飛沫感染、接触感染
により、人から人に感染します。
その感染力は非常に強く、
免疫を持っていない人が感染する
とほぼ100％発症すると言われてい
ます。

感染すると約10日後に発熱やせき、
鼻水といったかぜのような症状が
現れます。
２～３日熱が続いた後、39℃以上の
高熱と発疹が出現します。肺炎、
中耳炎を合併しやすく、患者1,000人
に１人の割合で脳炎が発症すると
言われています。

主な症状

感染経路 予防方法

麻しんかな？と思ったら…
マスクを着用し、事前に医療機関に麻しんの疑いがあることを連絡の上、速や
かに受診してください。受診の際は、公共交通機関の利用を可能な限り避けて
ください。

愛知県では麻しん抗体検査を実施しています
麻しんに対する免疫があるかどうかは、抗体検査で確認することができます。
詳しくは、愛知県のホームページをご覧ください。

麻しん抗体検査のお知らせ

詳細はこちら

麻しん（はしか）について

詳細はこちら

※「麻しん（はしか）」（厚生労働省）（https://www.mhlw.go.jp/ 
seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/ 
measles/index.html）を加工して作成

感染力が非常に強いウイルスです
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